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論文審査の要旨 

 

手関節靭帯損傷は、転倒時に手関節伸展位で荷重を受け生じるとされるが、どのよう

に損傷するかについては明らかでない。本研究は、手関節を伸展荷重して CT を撮影し、

非荷重時と比較し、遠位橈尺関節の生体内 3 次元運動を解析したものである。 

健常手関節のボランティアの 9 上肢を対象とし、手関節を回内位で伸展させ、0kg、

7kg の荷重を各々かけて CT を撮影し骨モデルを作成している。遠位橈尺関節の 4 つの

靭帯を仮想し、その靭帯距離を各々計測し、また荷重前後の橈骨に対する尺骨の偏位量

を計算している。その結果、掌側の靭帯長は荷重により有意に延長し、尺骨は橈骨に対

して、掌側遠位尺側へ移動し、遠位橈尺関節の掌側が開大するように回旋していた。こ

れは今までに明らかになっている生理的動態と異なり、伸展位荷重で遠位橈尺関節の掌

側靭帯が伸張している可能性があることが分かった。このことから手関節伸展位での転

倒荷重により、掌側の橈尺靭帯損傷が起こりうると結論されている。 

本研究によって、遠位橈尺関節靭帯損傷の機序が推定され、本領域のさらなる深化に

寄与するものと評価され、学位（医学）に値するものと評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に寄与する

ところが大きいと認める。 
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